
 

阿戸地区の『新たなまちづくりプラン』の作成（ワークショップ）の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

第８回ワークショップ(WS)※を12月5日（土）に開催し、阿戸地区のまち

づくりの具体化に向けて、『阿戸の食とブランドづくり』 と 『阿戸保
育園跡地の活用（これまでに引き続き）』、『遊休農地活用』についてA・B

の２チームで検討しましたので、そのあらましを紹介します。 
また、ワークショップに先立ち、農家レストラン『平田屋』で実際に料

理をいただき、感想や気づいた意見、アイデアなどを話し合いました。 
Ａ・Ｂチームでの具体的協議内容は、２、３頁をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～阿戸地区新たなまちづくりプランの作成に向けたワークショップについて～   ｖｏｌ．８ 
平成２７年１２月  発行：安芸区地域起こし推進課 

－４－ 

第８回ワークショップのプログラム等（要点） 

日 時：平成２７年１２月５日（土） １３:３０～１６:００  会 場：農家レストラン「平田屋」 
参加者：住民の皆さん１４人、安芸区役所７人、進行役２人 

 

 

○農家レストランでの会食の感想・気づき 

○魅力アップのための提案・アイデア、阿戸地区住民としてやってみたいこと 
 
 
 
○前回の振り返り  ○今日のプログラム 

Ａチーム                             Ｂチーム 

『保育園跡地活用プロジェクト』の検討（その４）      『遊休農地活用プロジェクト』の検討 
○コンセプトや目指す効果などの確認 

○取組のメニュー・内容の確認・追加等 

○取組の手順・スケジュールの検討 

○担い手・体制の検討 

○実現手法の検討    ［参加意向＆できること・アイデア（シートへの記入：共通）］ 

 

○チームごとの発表、意見交換   ○全体の取りまとめ、プロジェクトチーム等の立ち上げについて 

○各自のWS及びプロジェクト等への参加の思い   ○今後の予定、その他 

問い合わせ・連絡先 
安芸区役所 市民部 地域起こし推進課（担当：松原、佐田） 

電話：(082)８２１－４９０４  ＦＡＸ：(082)８２２－８０６９  Ｅ-mail：ak-chiiki@city.hiroshima.lg.jp 

－１－ 

「阿戸の食とブランドづくりプロジェクト」の検討（全体で議論） 

具体的な手立ての検討（チームごと） 

○主な取組（これまでの提案・アイデア）への追加 

○内容の掘り下げ 

○担い手・実現手法の検討など 

 

全体会 

平成２６年度 ワークショップ 
第１回 ワークショップ  平成26年7月26日（土） 

テーマ 『地域を再発見しよう』～魅力・資源、困っていること・・・～  

第２回 ワークショップ  平成26年10月4日（土） 

テーマ 『まちづくりのアイデアを出し合おう』～魅力・資源を生かす・生み出す取組、問題点の解決策・・・～  

第３回 ワークショップ  平成26年12月7日（日） 

テーマ 『まちづくりのアイデアを掘り下げよう』～将来像、地域でできること、行政で支援できること～  

第４回 ワークショップ  平成27年1月31日（土） 

テーマ 『まちづくりの全体計画（素案）をつくろう』 ～まちづくりの『全体計画（素案）』としてまとめよう～         

↓ 
成果発表会（平成２６年度 ワークショップの成果報告など）   平成27年3月7日（土） 

 

 
 
 

体制づくり・具体的な行動 
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※ワークショップ 
（ＷＳ） とは？  

参加者が自由に意見
を出し合い、互いの 
考えを尊重しながら、
意見・アイデアをまと
め、計画や提案などを
つくること、またはその
集まりのことをいいます。 

 

 
今年度（平成２７年度） ワークショップ 

～プロジェクトを実現するための具体的な手立てを検討しました～ 
  

 

 

 

 

 

 

 

第５回 ワークショップ  平成27年5月23日（土） 

テーマ 『保育園跡地活用プロジェクト（その１）』 『遊び場プロジェクト』 
 

 
第６回 ワークショップ  平成27年8月2日（日） 

テーマ『保育園跡地活用プロジェクト（その２）』 『阿戸周遊・情報発信プロジェクト』 

       

 

第８回 ワークショップ  平成27年12月5日（土） 

テーマ『保育園跡地活用プロジェクト（その４）』 『遊休農地活用プロジェクト』 

阿戸地区の「新たなまちづくりプラン（案）」の取りまとめ 

成果発表会 

平成28年2月6日（土） 14:00～ 阿戸福祉センター 

↓ 

阿戸地区の「新たなまちづくりプラン」の作成 

       

 

第７回 ワークショップ  平成27年9月5日（土） 

テーマ『保育園跡地活用プロジェクト（その３）』 『自然活用プロジェクト』 
 

       

 

 

 

○平田屋で昼食（右写真）をいただきました。 

「美味しい」という感想が大半でした。 

○平田屋でのイベントについては、参加経験がない 

人が大半で、その理由としては、「イベントがある 

ことを知らなかった」ということです。 

○料理や受け入れなどに関する意見としては、「お品書き・料理の説明があったらよい」

「フスマなど建具の清掃」「車の進入路の改善、駐車場の確保」「週末などの定期的

な開店」などがあげられています。 

○地域住民としての関わり（できること）については、「広報・呼びかけ」「イベント、

食事付き会合での利用」「田舎体験（食育、料理教室…）」「調理の応援」「駐車場や

周辺の整備、掃除」「イベント時の案内」などが出されています。 

「阿戸の食とブランドづくりプロジェクト」 
について  ～農家レストラン「平田屋」の感想～ 

とても美味しい 
（9人、64％） 

まあまあ美味しい
（3人、22％） 
（9人、64％） 

無回答 
(2人、14％) 



 

 

 

【実際に動く管理運営づくり⇒まず、取り組むことなど】 
○連合町内会にリードをとってもらい、阿戸町住民、ワークショップ参加者、その他支援者などによるまちづ

くり（プロジェクトなど）を推進する事務局（チーム）を立ち上げる 

○具体的な取組を進めながら、将来的には阿戸全体のまちづくり組織『阿戸役場（仮称）』に発展させる 

○まず、できることを行ってみる、社会実験的な取組として、試しに行ってみて問題点などを明らかにする 

⇒ 継続・発展、ワークショップで検討した取組メニューの具体化、更なる発展（新たな取組など） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な取組内容】 
～前回までのアイデア～ 

○花づくり  ○市民農園・市民菜園  ○子どもたちが収穫できる物（植える、育てる） 

○遊び場としての活用（どろんこ広場） ○農業・農地としての活用 

○農業したい人を活用、農業をしたい人による労力の提供  ○遊休農地活用（対策）チームづくり 

追加のアイデアの提案として、『あーと村との連携』や『料理店などとの連携』が出ました 

【内容の掘り下げ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

【担い手、その他】 
○各種団体と権利者の協力 

○あーと村参加者への呼びかけ 

○農ガールなどの外部の農業志向者 

○将来的には、田んぼや農地として活用された風景に 

○本格的な遊休農地解消は、販売・加工などの具体化と合わせて 

 

Ａチーム 『保育園跡地プロジェクト』（その１）について Ｂチーム 『遊休農地活用プロジェクト』について 

－２－ 

－３－ 

【第８回ワークショップの協議の内容】 ※ 以下に書かれている内容は、ワークショップの参加者から提案されたアイデアです。 

■管理運営体制づくりと取組などの案 

［参加意向＆できること・アイデアシート］～参加者に自らどんなことができるかなどを、記載してもらいました～ 
・まちづくりプロジェクト（仮）開設：事務局：準備室発起人会  ・実行委員会等への出席 
・施設の掃除、各種イベントへの参加   ・イベントの周知、参加すること 
・地域の社会資源の１つとして、誰もが気軽に立ち寄れるカフェや、食事を持ち込んで食べることの出来る場所 
・公民館等ではできないことをする（園庭を使う→公園のような使い方、介護予防教室の日と重ねて交流） 
・大きいところを狙いすぎて、動けないようなら園庭の開放のみ実施（公園）など 

［参加意向＆できること・アイデアシート］～参加者に自らどんなことができるかなどを、記載してもらいました～ 

・打合せ、活用案の検討に参加する ・遊び場、イベントへの一時的な利用による景観の維持 

・農地の活用（再利用）      ・遊休農地にしている人たちへの呼びかけ 

・取組の情報発信         ・教育活動の中での体験活動の場として関わりを持つ など 

人づくり・組織づくり 

○地域全体で取り組む形にするための組織づくり 

（小学校などとの取組と一体的に活動） 

○地域起こしへの外部の人・若者を巻き込んだ人づくり 

○遊休農地の貸し手と借り手を繋ぐ窓口の設置（双方の把握） 

＜遊休農地の現状＞ 

○遊休農地のままだと、草や虫で所有

者に苦情が来る場合もある 

○地域内で貸したい人、借りたい人は

いても、近所同士にとどまる 
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生活環境改善・広場としての活用 

○景観作物を植える手伝い（所有者と地域との連携）→いずれは外部から人を呼び込む 

○遊び場、とんどの活用などのために、定期的な草刈り活動 

里山あーと村との連携 

○あーと村で農業技術を学んだ人に、遊休農地を貸し実践して貰う 

○遊休農地の貸し借りの手助け  

農業体験・体験学習 

○体験イベントとして参加しやすい蕎麦打ちやこんにゃくづくりなどの「料理教室」と併せてそば・  

こんにゃく芋づくりなどの農業体験を実施 

○小学校での農業体験利用（田植え、稲刈り、芋掘りなど） 

料理店などとの連携 

○店で必要とされる作物の栽培（店主に栽培の手伝いをお願いし、安く提供） 

○連携する料理店などから他店を紹介してもらうなど口コミで繋がりをつくり、農産物栽培の拡大を目指す。 

市民農園 

○市民農園利用方式で、多くの人に農地を活用して貰う 

○市民農園化への市の手続きサポート 

遊休農地の検討 

阿戸住民 ワークショップ参加者 その他支援者など 

まちづくり（プロジェクトなど）を推進する事務局（チーム） 

連合町内会 
事務局（チーム）づくりの支援など 

【来年度 先ず保育園跡地で事業に取り組む】 
社会実験的な取組として、できることを試しに行い、問題点などを明らかに 

  ⇒   それらを継続・発展させる 
○サクラ祭、ホタル祭  ○草取り・清掃イベント  ○旧園庭等を開放してみる 
○子育てサークルでの利用（ルールづくり、管理責任などの確認・調整…） 
○地域サロン（高齢者）※子育てサークルと地域サロンの同時開催（交流） 
○日曜市（まるごと市、ＪＡとの連携） など 

■広島市へのお願いなど 
○組織づくり・活動への支援 
○水道・電気・トイレ（現状）の当面
の確保 ※トイレの改修（男女別
など）は課題 

■想定できる補助制度等 
○区の魅力と活力向上事業補助金 
… まちづくり活動（ソフト事業）
に対する補助 

○公益信託広島市まちづくり活動
支援基金（ Ｈｍ2 ）… まちづく
り活動（ソフト事業）に対する補助 

発展 

阿戸全体のまちづくり組織 

『阿戸役場（仮称）』（例：まちづくり協議会） 

 

◇◇◇部会（チーム） 

 

□□□部会（チーム） 

産業（商工、農林） 

福祉、子育て 

スポーツ・健康 

安全・安心 

交通 

その他 

住
民
及
び
地
域
活
動
団
体
・関
係
団
体 

の
協
力
・参
加 

○○○部会（チーム） 

（部会又はチームの設置⇒作業・事務） 

広
島
市
な
ど
と
の
協
議
・調
整
、
そ
の
他 

役員会など 

（規約） 

『阿戸役場（仮称）』の体制
が整うまでは、部会（チー
ム）が連携し、作業・事務を
中心的に担う 

中
長
期
的
に
拡
充 

【ワークショップで検討したプロジェクトの具体化の検討】 
○保育園跡地活用プロジェクト    ○遊び場づくりプロジェクト 
○阿戸周遊・情報発信プロジェクト  ○自然活用プロジェクト 
○遊休農地活用プロジェクト   ○阿戸の食とブランドづくりプロジェクト 
 
 
 
 

－３－ 


